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●アルツハイマー病による認知症の病因と臨床検査

・認知症は世界的に増加の一途をたどっており、高齢者における発症頻度は15％、こ

のうち2/3がアルツハイマー病(AD)といわれています。

・ADは、プレクリニカル期、軽度認知障害期（MCI）、ADによる認知症期の3つの病期

に分類されます。本年6月にMCIの患者を対象とした治療薬がFDAで承認されました。

これを受けて臨床現場ではMCIを診断して治療する時代に突入しています。

・ADの脳内変化にはアミロイドβ(Aβ)とリン酸化タウの蓄積があります。

・脳脊髄液中のAβ測定試薬が本年体外診承認を取得しました。

従来LC-MSによって測定されていたAβ42と40を自動免疫測定システムにより測定し、

その比によってAβの蓄積状態を把握し、MCI期以前に治療薬投与により進行を遅延

させることが期待されます。

・ADをより早期に予測診断するためには患者への負荷が少ない、簡便で安価な測定が

望まれ、血中バイオマーカー測定への期待が高まります。

●認定認知症領域検査技師制度による臨床検査技師の役割

・認定認知症領域検査技師制度が5年前に発足しました。

これは国家戦略の一環としての「認知症施策推進総合戦略」に沿って、臨床検査技

師として認知症への理解を深め、取りこぼしなく適切な医療に繋げることを目的と

しています。

・認定技師の存在を医療関係者にアピールし、臨床検査技師がチーム医療としてAD患

者の診療に関わるとともに、健診レベルでの検査により、MCI以前に進行を抑制す

る対応が可能となる時代はもう、夢ではないのかもしれません。

【summary】
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石
橋 

 
 

本
日
、
進
行
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
本
協
会
副
理
事
長
の
石
橋
み
ど
り
と
申
し
ま
す
。 

本
協
会
は
、
様
々
な
事
業
活
動
を
推
進
し
、
臨
床
検
査
の

発
展
を
図
る
と
共
に
、
臨
床
検
査
に
関
わ
る
人
材
の
確
保

と
活
用
に
応
え
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
国
民
の
健
康
と
医
療

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
７
つ
の
企

画
運
営
委
員
会
を
設
置
し
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。 

当
座
談
会
も
そ
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、
今
回
は
第
２

回
目
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症
に
つ

き
ま
し
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
現
在
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
相
ま
っ
て
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
患
者
が
世
界
的
な
規
模
で
増
加
し

て
お
り
、
わ
が
国
で
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
好
発
す
る

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
の
が
3
年
後
で
す
。 

こ
の
為
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
発
症
の
予
防
や
早
期
診
断

の
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
臨
床
検

査
分
野
に
お
い
て
も
多
岐
に
渡
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。 

今
回
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症
の
治
療
や

臨
床
検
査
に
つ
い
て
、
各
界
か
ら
お
招
き
い
た
し
ま
し
た

専
門
の
先
生
方
に
お
話
し
を
お
伺
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
現
状
と
病
因 

山
田
（
正
） 

九
段
坂
病
院
の
山
田
正
仁
で
す
。 

認
知
症
は
高
齢
化
に
伴
い
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
に
お

け
る
認
知
症
の
有
病
率
は
15
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
本
年
3
月
ま
で
金
沢
大
学
脳
神
経
内
科
の
教
授
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
石
川
県
七
尾
市
中
島
町
で
、
認
知
症
・

軽
度
認
知
障
害
（m

ild co
gn
iti

ve im
pai

rm
ent

: 

Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
の
早
期
発
見
と
、
軽
度
認
知
障
害
や
発
症
前
（
正
常

認
知
機
能
）
で
リ
ス
ク
の
高
い
人
た
ち
が
認
知
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
地
域
基
盤
型

研
究
「
な
か
じ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。 

そ
の
結
果
、
地
域
住
民
の
中
で
軽
度
認
知
障
害
あ
る
い
は

認
知
症
が
占
め
る
割
合
は
、
80
歳
代
後
半
で
は
７０
数
％
、

９０
歳
以
上
で
は
９０
％
近
く
に
の
ぼ
り
、
認
知
症
の
約
３

分

の

２

は

ア

ル

ツ

ハ

イ

マ

ー

病(Al
zh
eim

er

’s
 

d
is
eas

e:
 

Ａ
Ｄ)

が
原
因
で
し
た
。 

現
在
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
3
つ
の
病
期
に
分
類
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

①
無
症
状
で
あ
る
が
脳
に
病
変
が
存
在
す
る
状
態
で
あ
る

プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
期(p

re
cli

ni
ca
l 

A
D)

、
②
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
に
よ
る
軽
度
認
知
障
害
（MC

I 
d
ue 

t
o 

A
D

）
、

③
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症
（de

men
ti
a 

d
ue 

t
o AD

あ
る
い
はAD de

men
ti
a

）
で
、
①
か
ら
③
を
連
続

し
て
捉
え
ま
す
。 

治
療
に
お
い
て
は
、
将
来
は
、
健
康
診
断
な
ど
で
プ
レ
ク

リ
ニ
カ
ル
期
に
診
断
し
適
切
な
予
防
的
介
入
を
行
う
こ
と

が
目
標
で
す
。 

現
在
、
臨
床
現
場
で
は
、
軽
度
認
知
障
害
の
時
期
に
診
断

ア ル ツハイ マ ー病 

による 

認知症と臨床検査 

日 時：2021年 11月 1日 

会 場：株式会社日立ハイテク 本社会議室 

     東京都港区虎ノ門 1-17-1  
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し
治
療
す
る
時
代
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
軽
度
認
知

障
害
を
主
な
対
象
と
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
薬

「
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
」
が
２
０
２
１
年
6
月
、
米
食
品
医

薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
迅
速
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な

話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
薬
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
脳
に
沈
着
す
る
ア
ミ
ロ

イ
ド
を
除
去
す
る
抗
体
薬
で
、
脳
病
変
を
抑
え
る
作
用
の

あ
る
薬
（
疾
患
修
飾
薬
）
で
す
。 

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
に

は
、
ア
リ
セ
プ
ト
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）
、
イ
ク
セ
ロ
ン
パ
ッ
チ

/

リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
（
リ
バ
ス
チ
グ
ミ
ン
）
、
レ
ミ
ニ

ー
ル
（
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン
）、
メ
マ
リ
ー
（
メ
マ
ン
チ
ン
）
の

4
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
症
状
を
改
善
し
ま
す

が
（
症
状
改
善
薬
）
、
根
本
的
な
治
療
効
果
（
疾
患
修
飾
効

果
）
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

つ
ま
り
、
軽
度
認
知
障
害
と
い
っ
た
早
期
の
段
階
で
診
断

し
治
療
す
れ
ば
、
脳
病
変
自
体
の
進
行
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
薬
を
使
用
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

     

石
橋 
 
 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
脳
内
に
蓄
積
さ
れ
た

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
タ
ウ
蛋
白
が
発
症
要
因
で
す
が
、
若
年

性
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
も
長
期
間
で
の
沈
着
に
よ
る
も

の
で
す
か
？ 

山
田
（
正
） 

若
年
発
症
と
高
齢
発
症
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
は
、
同
じ
な
の
か
違
う
の
か
と
い
う
問
題
は
、
古
く
か

ら
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
両
者
の
最
終
的
な
脳
病
理
所
見
が

質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
同
じ
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
症
に
寄
与

す
る
因
子
や
病
変
形
成
過
程
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
若
年
性
の
遺
伝
性
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
。 

脳
病
変
形
成
過
程
の
最
上
流
部
に
あ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

産
生
過
程
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
変
異
が
あ
り
、
そ
の
一
点

が
起
点
と
な
っ
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
蛋
白
蓄
積
な

ど
の
脳
病
変
を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味
で
、

「
純
粋
な
」
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
言
え
ま
す
。 

一
方
、
通
常
み
ら
れ
る
高
齢
発
症
で
孤
発
性
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
は
、
加
齢
を
背
景
に
多
数
の
因
子
が
影
響
し
て

発
病
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

孤
発
性
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
遺
伝
的
危
険
因
子
と
し

て
、
ア
ポ
リ
ポ
蛋
白
質
E
遺
伝
子
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ)

の
4
ア

レ
ル
（
Ｅ４
イ
ソ
フ
ォ
ー
ム
）
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
リ
ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白
が

蓄
積
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
老
化
現
象
と
考
え
て
い
い
の

で
す
か
？ 

山
田
（
正
） 

そ
れ
は
、
本
質
的
な
ご
質
問
で
す
。 

 

「
真
の
老
化
」
と
は
何
か
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
す
。
１

０
０
歳
で
も
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
蛋
白
が
蓄
積
し
て

い
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
脳
病
変
の
出
現
は
、

「
加
齢
に
伴
い
出
現
し
や
す
い
病
気
」
に
よ
る
も
の
と
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
病
変
や

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
病
変
も
全

部
予
防
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
初
め
て
「
真
の
老

化
」
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

石
橋 

 
 

加
齢
に
伴
っ
て
癌
が
増
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、

逆
に
１
０
０
歳
以
上
で
も
元
気
に
生
活
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
か
ら
ね
。 

山
田
（
正
） 

癌
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
も
全
て
抑
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
人
間
は
何
歳
く
ら
い
ま
で
ど
の
よ

う
な
経
過
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

非
常
に
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

ア
ミ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
異
常
蛋
白
質
が
蓄

積
す
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
特
異
的
な
蛋
白
質
と
捉

え
て
良
い
の
で
す
か
？ 

山
田
（
俊
） 

自
治
医
科
大
学
の
山
田
俊
幸
で
す
。 

       

 

 

山田正仁先生 

山田俊幸先生 
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ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
蛋
白
を

中
心
と
し
た
線
維
が
全
身
の
様
々
な
臓
器
に
沈
着
し
、
機

能
障
害
を
起
こ
す
病
気
の
総
称
で
、
局
所
性
に
ア
ミ
ロ
イ

ド
が
蓄
積
す
る
代
表
的
な
も
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で

す
。
ど
ん
な
ア
ミ
ロ
イ
ド
に
も
前
駆
蛋
白
が
あ
り
、
ま
だ

不
明
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
が
恐
ら
く
予
防
と
か

治
療
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

山
田
（
正
） 

そ
う
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
脳
の
限

局
性
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
で
す
ね
。 

診
断
ツ
ー
ル
と
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の 

役
割 

石
橋 

 
 

治
療
法
が
あ
っ
て
初
め
て
早
期
診
断
の
意
味

が
大
き
く
な
る
わ
け
で
希
望
の
光
が
見
え
て
き
た
と
い
う

状
況
で
す
。 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
で
は
ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
（
ア
デ

ュ
カ
ヌ
マ
ブ
）
が
２
０
２
１
年
６
月
に
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
迅
速
承

認
を
取
得
し
、
レ
カ
ネ
マ
ブ
を
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
画

期
的
治
療
薬
（
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
・
セ
ラ
ピ
ー
）
に
指
定

し
ま
し
た
ね
。 

山
田
（
正
） 

ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
は
我
が
国
で
は
審
査
中
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
も
疾
患
修
飾
薬
と
し
て
様
々
な
治
療
薬

が
開
発
中
で
す
。 

石
橋 

 
 

治
療
薬
が
大
き
な
前
進
を
し
て
い
る
中
で
、

臨
床
検
査
の
意
義
は
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
ご
意
見
が

ご
ざ
い
ま
す
か
？ 

山
田
（
俊
） 

診
断
の
為
の
臨
床
検
査
に
焦
点
を
当
て
た
時
、

そ
の
診
断
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
山
田
（
正
）
先
生
に
お
伺
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

山
田
（
正
） 

画
像
検
査
で
は
、
脳
内
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が

蓄
積
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
蛋

白
に
結
合
す
る
放
射
性
物
質
を
注
射
し
て
ポ
ジ
ト
ロ
ン
放

射
断
層
撮
影(

Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
で
行
い
ま
す
。 

検
体
検
査
で
は
、
脳
内
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蓄
積
の
マ
ー
カ
ー

と
し
て
、
脳
脊
髄
液
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１―

４２) 

が

有
用
で
す
が
、
さ
ら
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１―

４０)

を
測

定
し
、
そ
の
比
率
を
算
出
す
る
こ
と
で
よ
り
正
確
な
診
断

が
可
能
で
す
。 

ま
た
、
リ
ン
酸
化
タ
ウ
と
ア
ミ
ロ
イ
ド
蓄
積
を
特
徴
と
す

る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
診
断
に
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

(

１―

４２)

と
リ
ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白
の
比
を
算
出
す
る
こ

と
も
有
用
で
す
。 

こ
れ
ら
は
血
液
中
に
は
極
微
量
し
か
存
在
し
な
い
た
め
に
、

現
在
、
高
感
度
の
検
出
法
が
活
発
に
開
発
さ
れ
、
血
液
マ

ー
カ
ー
の
臨
床
応
用
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

保
険
収
載
に
関
し
て
は
、
脳
脊
髄
液
中
の
リ
ン
酸
化
タ
ウ

蛋
白
は
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
適
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
非
常
に
中
途
半
端
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
老
人
斑
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
沈
着
、
リ

ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白
は
神
経
原
線
維
変
化
の
異
常
リ
ン
酸
化

タ
ウ
蛋
白
蓄
積
の
マ
ー
カ
ー
な
の
で
、
測
定
の
意
義
が
違

い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
脳
の
病
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
診
断
す
る
た
め
に
は
、
両
方
の
検
査

が
必
要
で
す
。 

石
橋 

 
 
 

髄
液
検
査
は
患
者
へ
の
負
担
も
大
き
く
限
界

が
あ
る
の
で
、
血
液
検
査
が
今
後
は
望
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
２
０
２
１
年
8
月
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
に
お

け
る
網
膜
ア
ミ
ロ
イ
ド
のi

n 
vi
vo

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
有

用
性
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
臨
床
応
用
に
は
ま
だ
で
す

ね
。 

山
田
（
正
） 

は
い
。
将
来
的
に
は
、
血
液
で
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
行
い
、
精
密
検
査
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
脳
脊
髄

液
を
活
用
す
る
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
検
査
の
体
外
診
断
用
医

薬
品
と
し
て
製
造
販
売
承
認
を
取
得
さ
れ
た
富
士
レ
ビ
オ

株
式
会
社
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

串
田 

 
 

富
士
レ
ビ
オ
株
式
会
社
の
串
田 

祥
で
す
。 

 

弊
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

F
uj
ir
eb
io 

E
ur
op
e

で

は
、
１
９
９
５
年
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
タ
ウ
蛋
白
等
を
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
で
発
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
に

は
、
全
自
動
化
学
発
光
酵
素
免
疫
測
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

ル
ミ
パ
ル
ス
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
抗
体
等
を
流
用
し
発

売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

串田 祥先生 
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日
本
で
は
、
２
０
２
１
年
７
月
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
脳
脊

髄
液
中
濃
度
を
ル
ミ
パ
ル
ス
で
測
定
す
る
体
外
診
断
用
医

薬
品
と
し
て
国
内
で
初
め
て
製
造
販
売
承
認
を
取
得
し
２

０
２
１
年
９
月
に
発
売
し
ま
し
た
。 

リ
ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白
に
関
し
て
は
、
２
０
２
１
年
10
月
に

「
体
外
診
断
用
医
薬
品
「
ル
ミ
パ
ル
ス 

リ
ン
酸
化
タ
ウ 

１
８
１
」
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

石
橋 

 
 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
へ
の
申
請
状
況

は
ど
う
で
す
か
？  

串
田 

 
 

米
国
に
お
い
て
は 

２
０
１
９
年
2
月
に
Ｆ

Ｄ
Ａ
に
よ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

42
／
40 

比
測
定
検
査
の

B
re
akt

hr
ou
gh D

ev
ice

 

に
指
定
さ
れ
、
２
０
２
０
年
12

月
に
承
認
申
請
を
し
て
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

濃
度
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。 

串
田 

 
 

β-

ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１―

４２)

の
測
定
範

囲
は
９
～
２
３
３
５
ｐｇ/

ｍＬ
、
β-

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
（
１

―

４０)

の
測
定
範
囲
が
５
～
３
０
０
０
０
ｐｇ/

ｍＬ
で
す
。 

血
液
に
関
し
て
は
、
各
社
と
も
測
定
系
を
調
整
し
て
い
る

と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。 

山
田
（
俊
） 

臨
床
検
査
に
応
用
で
き
る
測
定
試
薬
が
で
き

た
の
は
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

串
田 

 
 
 
 

こ
れ
ま
で
、
疾
患
修
飾
薬
が
な
い
状
態
に
お

い
て
も
、
典
型
的
な
症
状
を
示
さ
ず
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
パ
タ
ー
ン
か
ら
や
や
解
離
す
る
と
か
、
若
年
発
症
等
で

診
断
に
難
渋
す
る
よ
う
な
症
例
な
ど
で
の
使
用
に
つ
い
て

ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。 

認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
の
役
割
と 

臨
床
医
と
の
関
わ
り 

石
橋 

 
 

今
後
、
認
知
症
領
域
の
臨
床
検
査
が
進
展
し

て
く
る
中
で
、
検
査
技
師
と
し
て
我
々
は
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
か
、
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
の
資
格
を
お
持
ち

の
河
野
先
生
に
お
伺
い
し
ま
す
。 

河
野 

 
 

新
東
京
病
院
の
河
野
正
臣
で
す
。 

      

ま
ず
、
日
本
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
（
日
臨
技
）
の
認
定

認
知
症
領
域
検
査
技
師
制
度
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
現
在
、
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
は
３
７

０
人
い
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓

発
と
、
認
知
症
の
人
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
適
切
な

医
療
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
国
家
戦
略
の
一
環
で
あ
る
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
7
つ
の
柱

に
準
じ
て
い
ま
す
。 

日
臨
技
が
掲
げ
る
方
針
は
、
認
知
症
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
こ
と
、
認
知
症
を
発
症
す
る
疾
患
の
診
断
の

た
め
の
検
査
や
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
つ
目
的
で
行
わ
れ
る

検
査
の
結
果
に
対
す
る
提
言
が
で
き
る
臨
床
検
査
技
師
と

し
て
、
認
知
症
領
域
の
現
場
、
さ
ら
に
在
宅
医
療
の
現
場

ま
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。 

ま
た
、
日
臨
技
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
定
期
的
な
指

定
講
習
会
や
実
技
講
習
会
の
開
催
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

指
定
講
習
会
で
は
、
認
知
症
を
多
方
面
か
ら
学
ぶ
た
め
に
、

認
知
症
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
、
例
え
ば
、
看
護
師

や
薬
剤
師
、
言
語
療
法
士
、
介
護
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
方
々
を
講
師
と
し
て
招
い
て
、
認
知
症
の
実
際
を

学
ん
で
理
解
を
深
め
ま
す
。 

実
技
講
習
会
で
は
、
直
接
患
者
さ
ん
と
対
面
式
で
行
う
神

経
心
理
学
的
検
査
を
学
び
ま
す
。
認
定
技
師
が
講
師
と
な

り
、
実
際
の
検
査
器
具
や
道
具
を
用
い
ま
す
。
今
で
は
、

都
道
府
県
技
師
会
が
主
催
と
な
り
開
催
し
て
い
ま
す
。 

私
が
考
え
る
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
の
役
割
と
は
、

認
知
症
関
連
の
検
査
が
適
切
に
行
え
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
環
境
を
整
え
る
と
は
、
人
材
育
成
と
検
査
体
制
の
構

築
を
指
し
ま
す
。
人
材
育
成
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
て
検
査
が
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
す
。 

例
え
ば
、
患
者
と
検
査
者
が
一
対
一
で
行
う
神
経
心
理
学

的
検
査
分
野
で
は
、
患
者
の
心
理
状
態
や
疲
労
状
態
、
環

境
的
刺
激
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
検
査
結
果
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
検
査
者
が
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

単
に
検
査
方
法
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
話
し
方
や
配

 

河野正臣先生 
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慮
を
踏
ま
え
て
検
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
検

査
技
師
の
育
成
で
す
。 

検
査
体
制
の
構
築
は
、
今
あ
る
検
査
技
術
の
精
度
を
最
大

限
に
検
査
結
果
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
検
体
検
査
分
野
で
は
、
単
に
機
器
や
試

薬
を
検
査
室
に
導
入
し
て
、
測
定
値
を
カ
ル
テ
に
報
告
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
精
度
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
検
体
採
取
や
搬
送
、
外
注
提
出
ま
で
の
温
度
管
理
等

の
検
査
前
精
度
、
さ
ら
に
検
査
値
に
対
す
る
解
釈
の
医
師

へ
の
説
明
を
含
め
た
精
度
保
証
の
担
保
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。 

認
知
症
検
査
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
の
で
、

施
設
ご
と
の
特
性
に
よ
り
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

自
施
設
で
何
が
で
き
る
か
を
模
索
し
て
、
多
く
の
認
定
技

師
が
認
知
症
領
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

多
く
の
臨
床
医
は
、
こ
の
制
度
を
ご
存
じ
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
日
臨
技
で
対
外
的
に
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

山
田
（
俊
） 

タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
広
く

情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。 

石
橋 

 
 

タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
本

協
会
機
関
誌
「
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｌ 

Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
創
刊
号
で

紹
介
を
し
て
い
ま
す
が
、
4
職
種
の
資
格
法
を
改
正
し
、

一
定
の
医
行
為
を
医
師
か
ら
移
管
可
能
と
す
る
環
境
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
臨
床
検
査
技
師
の
領
域
で
は
、

採
血
に
伴
う
静
脈
路
確
保
や
検
査
の
た
め
の
経
口
・
経
鼻
・

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
か
ら
の
喀
痰
吸
引
採
取
、
静
脈
路

を
確
保
、
成
分
採
血
の
た
め
の
装
置
接
続
と
操
作
、
終
了

後
の
抜
針
・
止
血
な
ど
、
こ
れ
ま
で
医
師
が
行
っ
て
き
た

業
務
・
行
為
が
移
管
さ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
ま
だ
周
知
が
不
十
分
で
あ
り
医
療
現
場
に
お
い

て
も
十
分
か
つ
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
も
っ
と
広
く
情

報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

併
せ
て
、
診
断
薬
メ
ー
カ
ー
の
方
に
は
、
検
査
現
場
の
中

で
検
査
技
師
が
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
、
ぜ
ひ
組
み
入
れ
た
検
査
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。 

串
田 

 
 

我
々
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
ぜ
ひ
そ
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
私
共
の
検
査
試
薬
で
あ
る
脳
脊
髄
液
の
β―

ア
ミ

ロ
イ
ド
に
つ
い
て
は
検
査
技
師
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
ポ
イ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

実
は
、
脳
脊
髄
液
を
採
取
す
る
際
に
は
，
ガ
ラ
ス
や
ポ
リ

ス
チ
レ
ン
の
容
器
は
吸
着
が
生
じ
や
す
い
性
質
が
あ
り
ま

す
。
脳
内
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
蓄
積
が
始
ま
る
と
測
定
値

と
し
て
は
低
下
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
偽
低

値
に
な
る
と
偽
陽
性
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
出

ま
す
。 

低
吸
着
の
チ
ュ
ー
ブ
の
使
用
や
検
体
の
取
り
扱
い
等
に
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
我
々
か
ら
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
適
切
な
デ
ー
タ
を
出
せ
る

よ
う
に
、
検
査
技
師
の
皆
様
と
協
力
し
て
い
け
る
よ
う
な

体
制
を
、
今
後
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

石
橋 

 
 

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
も
、
サ

ン
プ
リ
ン
グ
や
検
査
前
処
置
が
結
果
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
が
検
査
技
師
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、

臨
床
医
に
も
十
分
ご
理
解
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
大
事

で
す
よ
ね
。 

山
田
（
正
） 

そ
う
で
す
ね
。 

検
体
検
査
に
お
い
て
も
、
全
自
動
機
器
の
活
用
は
良
い
の

で
す
が
、
測
定
に
お
け
る
前
処
理
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い

て
、
検
査
技
師
が
熟
知
し
、
さ
ら
に
臨
床
医
も
理
解
し
、

知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

石
橋 

 
 

そ
う
で
す
ね
。
ル
ミ
パ
ル
ス
で
の
開
発
に
お

い
て
も
た
く
さ
ん
の
課
題
や
問
題
点
を
克
服
し
て
の
発
売

で
す
か
ら
ね
。 

串
田 

 
 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆
蛋

白
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
β-

 

、
γ-

 

セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
に
よ
っ

て
ペ
プ
チ
ド
分
解
さ
れ
て
生
成
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
切

断
部
位
に
よ
っ
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
ペ
プ
チ
ド
の
断
端
を
認
識

す
る
抗
体
の
組
み
合
わ
せ
で
、
特
異
性
の
高
い
測
定
系
は

組
ん
で
い
ま
す
。 

た
だ
、
免
疫
ア
ッ
セ
イ
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

偽
陽
性
あ
る
い
は
偽
陰
性
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

測
定
系
で
の
課
題
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 
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も
ち
ろ
ん
今
後
、
疾
患
修
飾
薬
の
開
発
に
伴
い
、
こ
の
検

査
が
汎
用
さ
れ
る
こ
と
で
見
つ
か
っ
て
く
る
課
題
等
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
事
例
や
課
題
に
つ
い
て
は
判
明
次
第
、
検
査

現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
な
体
制
は
用
意
し

て
い
く
所
存
で
す
。 

今
後
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
開
発
の
動
向 

山
田
（
俊
） 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
発
症
の
リ
ス
ク
と
し

て
、
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
多
型
の
よ
う
な
検
査
の
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
は
如
何
で
す
か
？ 

山
田
（
正
） 

Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
遺
伝
子
に
は
、
主
に
ε2
、
ε3
、

4
の
３
種
類
の
ア
レ
ル
あ
り
、 

２
つ
一
組
で
遺
伝
子
型

を
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
4
ア
レ
ル
を
有
し
て
い
る
こ
と

は
、
明
ら
か
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
発
症
に
関
与
し
て
い

る
遺
伝
的
リ
ス
ク
で
す
。 

し
か
し
、
治
療
法
が
無
い
の
で
、
臨
床
現
場
で
4
を
測
る

と
診
断
の
確
率
が
上
が
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
遺
伝
子
型

を
検
査
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
推
奨

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

た
だ
、
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
な
ど
の
抗
体
薬
は
、
4
ア
レ
ル

を
持
っ
て
い
る
と
高
い
確
率
で
脳
浮
腫
な
ど
の
副
作
用
を

起
こ
し
ま
す
。
そ
う
い
う
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
予
測
す
る

と
い
っ
た
使
わ
れ
方
を
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

山
田
（
俊
） 

ア
ミ
ロ
イ
ド
前
駆
タ
ン
パ
ク
質
（A

my
loi

d 

p
re
cur

so
r p

rot
ei
n; 

Ａ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の

治
療
法
開
発
に
つ
い
て
は
現
在
進
行
し
て
い
る
の
で
す

か
？ 

山
田
（
正
） 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
は
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
が
β-

、
γ-

セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
複
合
体
な
ど
の
酵
素
活
性
に
よ
り
切
断
さ

れ
生
成
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
酵
素
を
阻
害
す
る
薬
の
臨

床
試
験
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
有
用
性
を
示
す
こ
と

が
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

現
在
話
題
に
な
っ
て
い
る
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
な
ど
の
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
抗
体
薬
は
、
軽
度
あ
る
い
は
中
等
度
の
認
知
症

段
階
を
対
象
と
し
た
臨
床
試
験
で
は
効
果
が
認
め
ら
な
い

こ
と
が
既
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
効
果
が
期
待
で
き
る
対

象
は
主
に
軽
度
認
知
障
害
で
、
軽
度
の
認
知
症
ま
で
で
す
。

だ
か
ら
、
よ
り
早
期
で
の
検
査
が
必
要
な
の
で
す
。 

山
田
（
俊
） 

そ
う
す
る
と
軽
度
認
知
障
害
の
段
階
で
、
こ

の
よ
う
な
検
査
を
使
う
の
が
良
い
で
す
ね
。 

山
田
（
正
） 

そ
う
で
す
。
認
知
症
の
簡
易
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
と
し
て
の
長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー
ル
や

ミ
ニ
メ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
ト
検
査
（
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
）
が
よ
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
治
験
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
で
30
点
満

点
中
30
点
満
点
の
人
も
軽
度
認
知
障
害
の
診
断
を
受
け

対
象
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
軽
度
認
知
障
害
と
診
断

さ
れ
な
い
と
、
新
薬
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
の
と
こ
ろ
で
、
満
点
を

と
っ
た
ら
「
い
や
ー
大
丈
夫
で
す
よ
」
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ

い
ま
す
よ
ね
。 

山
田
（
俊
） 

Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
で
満
点
で
も
別
な
方
法
で
軽
度
認

知
障
害
と
診
断
す
る
わ
け
で
す
ね
。 

山
田
（
正
） 

ま
ず
、
症
状
の
経
過
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
細
か
い
検
査
を
す
る
と
分
か
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
長
谷
川
式
も
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
も
、
主
に
言
葉
で
検
査

し
ま
す
。「
こ
の
３
つ
の
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

と
か
。
と
こ
ろ
が
言
語
性
の
記
憶
は
良
い
け
れ
ど
も
、
言

語
以
外
の
記
憶
の
低
下
で
困
っ
て
い
る
人
も
い
る
ん
で
す

ね
。
駐
車
場
に
置
い
た
車
の
場
所
を
全
く
覚
え
ら
れ
な
い
、

目
的
地
を
地
図
で
見
て
車
で
行
こ
う
と
し
て
も
、
す
ぐ
に

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
行
け
な
い
と
い
っ
た
よ
う

に
、
視
覚
性
の
記
憶
が
低
下
し
て
い
て
、
困
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。 

有
効
な
疾
患
修
飾
薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
う

い
っ
た
簡
易
テ
ス
ト
で
満
点
の
軽
度
認
知
障
害
の
人
も
、

き
ち
ん
と
専
門
医
の
と
こ
ろ
に
き
て
、
検
査
や
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

地
域
か
ら
か
か
り
つ
け
医
へ
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
専
門

医
へ
と
い
っ
た
流
れ
も
問
題
に
な
り
ま
す
。 

も
し
検
査
や
診
断
が
遅
れ
て
認
知
機
能
低
下
が
進
行
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
新
薬
が
適
応
に
な
ら
な
く
な
り
薬
を
使
う

チ
ャ
ン
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

石
橋 

 
 

最
初
に
先
生
が
お
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
や
は

り
脂
質
代
謝
異
常
の
人
は
、
年
１
回
の
検
査
で
経
過
を
見

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
指
導
教
育
を
受
け
て
、
高
脂
血
症

に
よ
る
二
次
的
な
合
併
症
を
抑
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て

頂
け
る
ん
で
す
。 
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本
来
で
し
た
ら
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
リ
ン
酸
化
タ
ウ
蛋
白

が
蓄
積
し
て
い
る
数
十
年
も
の
経
過
を
、
も
っ
と
簡
便
な

検
査
に
よ
り
、
成
人
病
検
診
や
老
人
健
診
で
出
来
る
こ
と

が
理
想
で
す
よ
ね
、 

山
田
（
正
） 

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
例
え
ば
、
40
歳
や

50
歳
、
60
歳
、
70
歳
な
ど
の
検
診
で
は
必
ず
血
液
検
査

に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
検
査
項
目
が
あ
り
、
そ
の
結
果

を
み
て
10
年
後
、
20
年
後
を
予
測
し
予
防
し
て
い
く
と

い
う
時
代
が
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。 

石
橋 

  
  

ぜ
ひ
診
断
薬
メ
ー
カ
ー
の
方
に
は
、
山
田
（
正
）

先
生
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
今
後
、
臨
床
検
査
分
野
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う

い
う
方
面
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
関
わ
っ
て
い
く
の
が

よ
ろ
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
そ
の

他
も
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

山
田
（
俊
） 

認
知
症
に
関
す
る
血
液
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の

開
発
が
進
み
診
断
で
き
る
検
査
項
目
は
出
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

臨
床
検
査
分
野
に
い
る
人
間
は
、
ど
う
し
て
も
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
と
言
う
と
生
化
学
的
に
測
定
さ
れ
る
物
質
を
想
起

し
ま
す
が
、
認
知
症
の
分
野
で
は
、
画
像
診
断
で
あ
る
ア

ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
タ
ウ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
検
出
さ
れ
る
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
蓄
積
や
タ
ウ
蛋
白
蓄
積
も
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と

言
っ
て
い
ま
す
ね
。 

こ
れ
ら
の
情
報
も
知
り
つ
つ
、
今
後
の
検
査
の
方
向
を
進

め
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

検
査
技
師
の
中
で
も
画
像
検
査
と
検
体
検
査

の
検
査
技
師
が
連
携
し
て
新
た
な
検
査
体
制
を
構
築
で
き

る
と
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
検
査
に
貢

献
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。 

河
野 

 
 

ま
さ
に
そ
う
思
い
ま
す
ね
。
我
々
も
こ
の
認

定
制
度
を
開
始
し
て
か
ら
放
射
線
科
の
先
生
の
講
演
で
画

像
検
査
の
特
徴
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
触
れ
合
う
機

会
も
少
な
い
の
で
貴
重
な
機
会
で
す
。 

検
査
だ
け
の
視
野
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
全
体
的
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
な
見
方
に
検
査
技
師
も
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

山
田
（
正
）
こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。 

患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
ど
ち
ら
か
の
測
定
法
だ
と
引
っ
掛

か
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
臨
床
の
現
場
で

は
し
ば
し
ば
経
験
す
る
も
の
で
す
か
ら
。 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
画
像
診
断
は
、
陽
電
子
（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
）

を
放
出
す
る
放
射
性
同
位
元
素
で
標
識
し
た
薬
剤
を
生
体

に
投
与
し
、
放
射
能
の
分
布
や
時
間
経
過
を
体
外
か
ら
Ｐ

Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
撮
影
す
る
検
査
で
す
。 

し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症
状
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
が
証
明

さ
れ
ず
、
一
方
、
脳
脊
髄
液
中
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１―

４２)

、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１―

４２)

／
ア
ミ
ロ
イ
ド
β(

１
―

４０)

比
は
下
が
っ
て
い
る
症
例
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
使
用
し
て
い
る
ト
レ
ー
サ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て
は

陽
性
所
見
が
得
ら
な
い
可
能
性
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
起
こ

り
得
る
こ
と
で
す
。 

で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
に
携
わ
る
人
た
ち
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

石
橋 

 
 

全
自
動
分
析
装
置
の
測
定
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、
微
生
物
検
査
に
お
い
て
も
汎
用
さ
れ
て
い
る
質

量
分
析
計 (

Ｍ
Ｓ)

で
の
測
定
も
、
今
後
、
臨
床
検
査
と
し

て
活
用
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
如
何
で
す
か
？ 

山
田
（
俊
）
対
象
と
す
る
患
者
に
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る

の
か
、
今
の
段
階
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
質
量

分
析
の
今
後
の
応
用
は
必
須
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

ま
と
め 

石
橋 

 
 

今
後
、
臨
床
検
査
分
野
の
中
で
も
、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
つ
い
て
知
識
を
重
ね
て
技
術
に
注
力
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。 

認
定
認
知
症
領
域
検
査
技
師
や
診
断
薬
メ
ー
カ
ー
も
同
様

に
、
患
者
の
早
期
発
見
、
新
た
な
治
療
薬
の
開
発
に
よ
る

進
行
を
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
々
は
臨
床
検
査
と

い
う
側
面
か
ら
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め

て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

で
は
最
後
に
、
小
川
理
事
か
ら
、
一
言
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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小
川 

 
 

本
協
会
理
事
の
小
川
眞
史
で
す
。 

本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
討
議
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

今
、
話
題
の
疾
病
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
認
知
症
を
テ
ー
マ

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

認
知
症
は
、
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
以
上
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
３
分
の
２
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る

認
知
症
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

軽
度
認
知
障
害
の
時
に
、
い
か
に
早
期
発
見
し
て
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
、
お
伺
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
阻
害
す
る
物
質
の
開
発
が
促
進

し
、
今
後
、
治
療
も
検
査
も
急
激
に
進
ん
で
い
く
も
の
か

と
思
い
ま
す
。 

私
共
、
臨
床
検
査
支
援
協
会
は
、
臨
床
検
査
及
び
臨
床
検

査
技
師
の
仕
事
の
重
要
性
を
、
も
っ
と
認
知
し
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
基
本
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
し
て
お
り
、

本
日
も
そ
の
一
環
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
協

会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
ご

支
援
の
ほ
ど
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

石
橋 

 
 
 

最
後
に
、
会
場
を
ご
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
日
立
ハ
イ
テ
ク
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
第
２
回
座
談
会
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

お問合せ先： 

特定非営利活動法人 臨床検査支援協会事務局 

〒164-0011東京都中野区中央 1-44-6-100  

TEL/FAX 03-5937-1396   Email：info@ascl.or.jp      

    

【賛助会員を募集しています】 

賛助会員のお申込は、ホームページをご参照下さい。 

申込書に必要事項を明記の上、FAX あるいは E-mail にてお申込みく

ださい。 

●個人賛助会員：年会費  3,000円 

       事業活動や企画に優先的に参画することができます。   

●団体賛助会員：年会費  50,000円/一口 

       事業活動について優先してご提供いたします。 

●お振込先：銀行名：三井住友銀行     

支店：飯田橋 店番号：888  口座番号：（普通）７２４３０７２ 

名前：トクヒ）リンシヨウケンサシエンキヨウカイ                    
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